
令和６年度京都府スポーツ少年団指導者研修会 

開 催 要 項 

 

１ 目  的    京都府スポーツ少年団登録指導者等のさらなる資質・指導力の向上を図るため

に、指導者のニーズに応じた講演や実習など指導活動の促進方法等についての研

修会を開催する。 

 

２ 主  催   公益財団法人京都府スポーツ協会 京都府スポーツ少年団 

 

３ 主  管   京都府スポーツ少年団指導者協議会 

 

４ 期  日   令和６年９月 14日（土） 13時 00分～（受付：12時 30分～） 

 

５ 会  場   京都テルサ東館３階 大会議室 
          〒601-8047 京都市南区東九条下殿田町 70 
         （問い合せ先：京都府スポーツ協会 TEL 075-692-3455） 
 

６ 内  容   講演Ⅰ 

          テーマ：「プレイヤーズセンタード（仮）」 

          講 師： 野村 照夫 氏 

         （JSPO コーチデベロッパー 京都府スポーツ科学委員会 委員） 

 

         講演Ⅱ 

テーマ：「アスレティックトレーナーとは 

〜スポーツ少年団での役割とその活用〜」 

          講 師： 舌 正史 氏 

（京都府 AT協議会 委員長 JCHO京都鞍馬口医療センター） 

          

12:30～ 12:50～ 13:00～14:30 14：40～16：10 16：10 

受付 開講式 講演Ⅰ 講演Ⅱ 閉講式 

 

７ 参加対象者 

（１）スポーツ少年団指導者 

（２）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者 

（３）その他 

 

８ 参 加 料   スポーツ少年団関係者（資格更新対象外）   無 料 

         スポーツ少年団関係者（資格更新対象）  1,000 円 

指導者資格更新対象者          1,000 円 

 

９ 参加定員    100名 

 

10 参加申込    

期限：令和６年７月 22日（月）から８月 23日（金） 

（１）市町村スポーツ少年団本部にて参加者を取りまとめの上、別紙申込書により、Excel データをメ

ールで府スポーツ少年団事務局へお申し込みください。 

〒601－8047  京都市南区東九条下殿田町 70 京都テルサ東館３階 

              公益財団法人京都府スポーツ協会 京都府スポーツ少年団事務局あて 

            TEL:075-692-3455 shonendan-kyotofu@kyoto-sa.com 

（２）日本スポーツ協会公認スポーツ指導者は指導者マイページよりお申し込みください。 

 ※定員を超える場合には、スポーツ少年団指導者の参加を優先するため上記(1)での申込を優先しま

す。また、資格有効期限が短い方を優先させていただきます。 



11 その他 

（１）更新研修としての取扱い 

   本研修会の参加により、公益財団法人日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格の更新研修

を修了したことになります。なお、テニス及びバウンドテニス資格は 1 ポイント、チアリーデ

ィング（コーチ 3 のみ）資格は都道府県体育・スポーツ協会実施の 1 回分の実績となりますが、

別途、資格毎に定められたポイント獲得や研修受講などの要件を満たす必要があります。 

ただし、次の資格については、更新研修を修了したことにはなりません。  

[水泳、サッカー、バスケットボール、バドミントン、剣道、空手道、エアロビック（コーチ

4 のみ）、スクーバ・ダイビング、オリエンテーリング、プロゴルフ、プロテニス、プロスキ

ー、スポーツドクター、スポーツデンティスト、アスレティックトレーナー、スポーツ栄養士、

クラブマネジャー]（2024 年 4 月 1 日現在） 

※公認スポーツ指導者資格の更新研修の詳細は公益財団法人日本スポーツ協会の HP にてご確

認ください。  

※指導者マイページへの受講実績の反映は、研修参加から平均 2 か月後となります。 

（２）研修会当日、20 分以上の遅刻および途中退出が確認された場合には、更新研修の実績とし

て認められない場合がございます。 

（３）本研修会に際して取得する個人情報の取り扱いについて、本研修会以外には使用しません。 

（４）研修会の様子を撮影した写真等を京都府スポーツ協会 HP 及びその他関連資料に掲載する可

能性があります。 

（５）免責事項 

天災地変や伝染病の流行、会場・輸送等の関係のサービスの提示、官公庁の指示等の主催者

が管理できない理由により、研修会内容の一部変更及び中止のために生じた参加者の損害につ

いては、主催者ではその責任を負いません。 

 


